
【「“1 分で理解できる解答”の書き方」に関する補足説明・その２】 

 

「『1 分で理解できる解答の書き方』の補足説明・その２」として，論文（答案）の見出しの

付け方について「1 分で理解できる解答の書き方」との関係から以下の項目に基づき解説しま

す。見出しを考えることで論文（答案）の骨組みができます。 

 

 

 

 

 

 

１．論文（答案）の見出しの例 

1.1 必須科目の例 

「令和５年度・建設部門・必須科目」を対象にした論文（答案）の見出しの例を次頁に示し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

「令和５年度・建設部門・必須科目」 

１．論文（答案）の見出しの例 

２．見出しを考えるときのポイント 

３．「解答すること」を見出しに入れる理由 

４．「解答することを主語とした文を書くこと」に関する注意点 
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1.2 「選択科目・専門知識」の例 

「令和５年度・建設部門・選択科目（専門知識）・道路」を対象にした論文（答案）の見出し

の例を次頁に示します。 

 

 

  

１．課題と観点および課題の内容 

（1）〇〇〇（１つ目の課題） 

＊観点と課題の内容 

（2）〇〇〇（２つ目の課題） 

＊観点と課題の内容 

（3）〇〇〇（３つ目の課題） 

＊観点と課題の内容 

 

２．最も重要と考える課題とその解決策 

2.1 最も重要と考える課題 

2.2 解決策注 1） 

（1）△△（１つ目の解決策） 

＊解決策の内容 

（2）△△（２つ目の解決策） 

＊解決策の内容 

（3）△△（３つ目の解決策） 

＊解決策の内容 

 

３．新たに生じうるリスクとその対策 

3.1 新たに生じうるリスク 

3.2 対策 

 

４．必要となる要点と留意点 

4.1 技術者としての倫理の観点 

4.2 社会の持続性の観点 

「論文（答案）」の見出しの例 

「令和５年度・建設部門・選択科目（専門知識）・道路」 

注 1)：ここでは，３つの

解決策を考えました。 

３つの課題を箇条書

きのようにして書く 

複数の解決策を箇条書

きのようにして書く 
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２．見出しを考えるときのポイント 

見出しを考えるときのポイントとは，「解答すること」を見出しに入れることです。「解答す

ること」とは問題の中で問われていることです。P1 と P2 に示した各問題の中で赤のアンダー

ラインを引いた内容が解答することです。例えば，「最も重要と考える課題」，「その課題に対す

る複数の解決策」あるいは「車両移動の措置の概要」です。解答することを入れて書いた見出

しの例が P2 と P3 です。 

選択科目での応用能力と問題解決能力及び課題遂行能力に対しても見出しの中に解答するこ

とを入れます。 

 

３．「解答すること」を見出しに入れる理由 

解答することを見出しに入れる理由は２つあります。 

 

■理由１：解答することを間違えない 

理由１は，解答することを見出しの中に入れることで解答することを間違えないようにする

ことです。解答することを見出しの中に入れることで問題に対する解答を確実に書くことがで

きます。 

 

■理由２：「解答すること」と「解答の要点」との対応が明確になる 

解答することを見出しに入れたときには解答することを主語とした文を書きます注 2）。これに

よって，解答することと解答の要点との対応が明確になります。 

P2 で示した「論文（答案）の見出し」の中の「3.1 新たに生じうるリスク」でこれについて

解説します。この問題で解答することは「新たに生じうるリスク」です。解答の要点として「環

境破壊への懸念」という内容を考えたとします。この問題の解答の書き方として，以下に示し

たように，解答すること（新たに生じうるリスク）を主語とした文（アンダーラインを引いた

文）で解答の要点を書きます。 

 

 

 

 

３．新たに生じうるリスクとその対策 

3.1 新たに生じうるリスク 

新たに生じうるリスクは，環境破壊への懸念である（解答の要点）。・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・（要点の説明）。 

１．車両移動の措置の概要 

２．車両移動を行ううえでの留意点 

「論文（答案）」の見出しの例 
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この例のように解答を書くと，以下に示したように，見出し（解答すること）と解答の要点

との対応が明確になります。 

◆見出し（解答すること）⇒「3.1 新たに生じうるリスク」 

◆解答の要点⇒新たに生じうるリスクは，環境破壊への懸念 

 

注 2)：例えば，課題を複数書く場合には「（1），（2），（3）」のように課題を箇条書きのよう

な形式で書きます（P2 参照）。解答を箇条書きのような形式で書く場合には，解答

することを主語とした文を書く必要はありません。 

 

４．「解答することを主語とした文を書くこと」に関する注意点 

注意点とは，解答することを主語とした文を書く書き方は，必須科目，選択科目での応用能

力および問題解決能力及び課題遂行能力に適用することです。 

専門知識をこの書き方の適用外としたのは，専門知識では解答することとして様々な用語（キ

ーワード）が出題されるからです。例えば，概要，原理，実用例，留意点などです。 

「概要は・・・・である」と書いても問題ありません。しかし，文に対する読みにくさを感

じます。「概要」を主語としない文を書いても解答の要点が明確に伝わります。例えば，「横ボ

ーリング工の概要を述べよ」という問題では以下のように書いても解答の要点が明確に伝わり

ます。 

 

 

 

 

＊アンダーラインを引いた箇所が解答の要点でその後が要点の説明です。 

 

これに対して，例えば，「留意点は，地盤調査結果に基づき対策工を考えることである」と書

いても文に対する読みにくさを感じません。 

用語別に主語の書き方を考えると頭の中が混乱するので専門知識では解答することを主語と

した文を書かなくても構いません。書きやすい文で解答の要点を書きます。 

ただし，専門知識でも，解答の要点を冒頭に書き要点の説明をその後に書くことが基本です。 

 

【参考図書】 

森谷仁著，「マンガでわかる技術文書の書き方」，オーム社，令和4年3月25日 

以 上 

横ボーリング工とは，地盤内の地下水を排出し地下水位を低下させる工法である。降

雨による地下水の上昇が地すべりの原因である。そこで，地下水位を低下させ，すべり

面に働く間隙水圧を低減させたり，地すべり土塊の含水比を低下させたりする。 
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